
















１９８０年代 ２２４ 件／年 ８０，２９８人／年
１９９０年代 ２７４ ９０，１０２人／年

















































































































































１９９０－１９９９年 世界 ９０１，０２０ 人 ２，２１８，３９０，７４９ 人
アジア ７５６，１２４ １，８９４，４０９，８２１
割合 （８３．９％） （８５．４％）
２０００－２００９ 世界 １，１０５，３５２ ２，５５０，２７２，２６７
アジア ９３３，２５０ ２，１５９，７１４，８５２
割合 （８４．５％） （８４．６％）
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将来のアジア
の巨大災害の特徴
現状では、自然災害が都市域で発生すれば、
必ず巨大災害となる。
なぜなら、とくに、
１．住民のリスクに対する意識が低く、リスクに対応でき
ない
２．都市に適切な行政のガバナンスがない。
３．有効な防災技術開発が組織的に行われていない。
４．インフラ整備、とくにICT関連が未熟である。
災害脆弱性の内容
• 物理的（建物、構造物など）脆弱性と社会的
（人間に関したこと）脆弱性がある．
• ただし，両者は密接な関係にある．
• 脆弱性を小さくすることが減災の目的である．
• 脆弱性の解析では，時空間変化を考慮しな
ければならない．
• 災害脆弱性は環境脆弱性と関係する．
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貧困と災害の悪循環の存在
• 途上国では急激な人口増が引き金になっている。
一方、わが国にもこの悪循環が存在する。
地方では、人口減少・高齢化が社会の防災力を低
下させている（例：２０１１年台風１２号災害）
首都圏では一極集中が継続しており、社会の防災
力が低下中である。
